
２０２１年度賃金・生活実態
アンケート調査にご協力を！

１.　調査の記入機関　

　　２０２１年９月２５日から１０月１日まで

２.　調査対象者は「全組合員」

　　（但し病気等休職、退職前提休職及び

　　 契約・臨時雇用組合員を除く）

３.　調査用紙は昨年同様簡素化しました

４.　調査用紙は８月２３日以降配布

５.　１０月３１日までに地方本部まで

国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う
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組
合
な
ら
で
き
る

　

私
た
ち
労
働
者
は
一
人
で
は
弱
い
者
で
す
。

で
す
か
ら
労
働
組
合
加
入
し
、
団
結
し
て
活
動

し
ま
す
。

毎
日
職
場
で
働
い
て
い
れ
ば
、
必
ず
「
お
か

し
い
な
」「
こ
こ
を
こ
う
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

事
が
必
ず
出
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
一
人
で
は
な

か
な
か
改
善
し
づ
ら
い
。
そ
の
時
は
、
職
場
の
み

ん
な
と
相
談
し
、
組
合
が
会
社
と
話
し
合
う
事
が

で
き
ま
す
。組
合
は
組
合
員
の
意
見
を
集
め
、個
々

の
職
場
の
事
か
ら
、
社
員
全
員
に
関
わ
る
大
き
な

問
題
（
賃
金
や
、
就
業
規
則
な
ど
）
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

組
合
で
対
処
す
れ
ば
、
イ
ジ
メ
に
も
会
い
ま

せ
ん
し
、
発
言
力
も
強
く
な
り
ま
す
。
組
合
の

無
い
会
社
は
率
直
に
意
見
が
言
え
な
い
な
ど
、

一
般
的
に
働
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

職
場
の
困
り
事
の
解
決
は
、
目
に
見
え
ま
す

が
、
会
社
全
体
に
関
わ
る
改
善
な
ど
は
、
組
合

の
取
り
組
み
が
ど
う
貢
献
し
た
か
な
ど
は
、
分

か
り
づ
ら
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
組

合
で
は
調
査
活
動
や
聞
き
取
り
調
査
な
ど
で
資

料
を
ま
と
め
、
会
社
と
交
渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
際
に
は
、
組
合
員
以
外
に
も
協
力
を

お
願
い
す
る
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　

会
社
と
労
働
組
合
は
対
等

　

組
合
は
会
社
と
ケ
ン
カ
す
る
組
織
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
働
く
者
の
賃
金
そ
の
他
労
働
条
件
の

維
持
・
向
上
に
努
め
る
組
織
（
労
働
組
合
法
第

二
条
）
で
あ
り
、
自
主
的
に
設
立
さ
れ
、
労
使

が
対
等
な
立
場
で
話
し
合
い
、
解
決
す
る
（
同

第
一
条
）
も
の
で
す
。

　

今
、
労
働
組
合
の
組
織
率
が
低
く
な
っ
て
い

る
中
、
会
社
施
策
や
職
場
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が

働
か
ず
、
短
期
的
な
利
益
確
保
に
走
っ
た
り
し

て
、
経
営
が
暴
走
し
倒
産
と
い
う
危
機
を
招
き

か
ね
ま
せ
ん
。
組
合
は
組
合
員
の
為
の
も
の
で

す
が
、
会
社
の
為
に
も
存
在
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

組
合
費
は
「
組
合
員
」
の
た
め
に

　

組
合
費
は
、
組
合
運
営
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と

同
時
に
、
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
や
、
組
合
員
が
参
加

す
る
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

い
っ
た
活
動
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

組
合
は
自
主
的
に
設
立
し
、
運
営
し
て
い
く

組
織
で
す
。
組
合
員
の
総
意
で
方
針
が
決
め
ら

れ
ま
す
。
執
行
部
が
独
断
で
決
め
た
り
す
れ

ば
、
組
合
員
か
ら
ソ
ッ
ポ
を
向
か
れ
、
団
結
力

は
低
下
し
、
会
社
と
の
交
渉
力
も
弱
っ
て
い
き

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
が
、
組
合
に
加
入
し
、

運
営
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
事

が
、
組
合
の
将
来
に
と
っ
て
も
、
会
社
の
将
来

に
と
っ
て
も
重
要
な
事
な
の
で
す
。

組合に入り
仲間になろう！

組合の役割は

働きやすい職場を作ること

賃金の改善を図ること

そのためにも、一人でも

多くの方の加入が必要です
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国労東京地方本部
第72回定期地方大会
日 時 ： 2 021 年  9 月 25 日 （土）

場 所 ： 新 橋 交 通 ビ ル 地 下 会 議 室

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

　
　
　
対
策
に
対
す
る
要
求
書
を
提
出

　

東
京
地
方
本
部
は
八
月
一
一
日
に
東
京
支
社
に

対
し
て
、
駅
職
場
を
中
心
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
対
策
に
対
す
る
要

求
書
を
以
下
の
内
容
で
提
出
し
ま
し
た
。

一
、
社
員
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、
濃
厚

接
触
者
だ
け
で
な
く
、
駅
で
働
く
す
べ
て

の
社
員
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
早
急
に
行
わ
れ

た
い
。

二
、
妊
娠
中
の
社
員
・
育
児
中
の
社
員
・
基
礎
疾

患
の
あ
る
社
員
・
特
に
事
情
の
あ
る
社
員

を
優
先
し
て
免
除
・
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施

し
、
業
務
に
必
要
な
最
低
限
の
出
面
と
さ

れ
た
い
。

三
、
駅
内
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
、
特
に
休
憩
室
・
寝
室
・

浴
室
・
ト
イ
レ
・
事
務
室
の
消
毒
等
、
感

染
対
策
を
徹
底
さ
れ
た
い
。

四
、
支
社
と
し
て
の
今
後
の
感
染
対
策
を
具
体
的

に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

東
京
支
部
の
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
、
８
月

一
二
日
現
在
で
駅
の
感
染
者
数
は
、
Ｓ
駅
一
一

人
、
Ｍ
駅
四
人
、
Ｉ
駅
三
人
、
Ｔ
駅
一
人
。
特
に

Ｓ
駅
で
は
七
月
二
七
日
に
二
人
の
感
染
者
が
判
明

し
て
以
降
、
八
月
一
二
日
ま
で
に
一
一
人
に
感
染

拡
大
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
と
も
い
え
る
状
況
で
、
職

場
で
は
「
不
安
・
不
満
」
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

国
労
東
京
地
方
本
部
は
、
職
場
の
「
不
安
・

不
満
」
の
声
を
も
と
に
交
渉
し
ま
す
。

   

武
蔵
小
杉
駅
分
会
で
若
い
人
を

　
中
心
と
し
た
学
習
交
流
会
を
開
催

　

武
蔵
小
杉
駅
分
会
で
は
、
鹿
島
田
駅
を
中
心
に

毎
年
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
、
新
入
社
員

の
若
い
人
が
国
労
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
分
会
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

で
、
労
働
組
合
ら
し
い
活
動
も
何
も
で
き
て
い
な

い
中
、
短
時
間
で
も
い
い
か
ら
と
学
習
交
流
会
の

取
り
組
み
を
決
め
ま
し
た
。

分
会
と
し
て
八
月
一
二
日
に
明
番
者
を
中
心
に

一
〇
名
が
参
加
し
て
、
予
防
対
策
を
し
っ
か
り
と

り
な
が
ら
、
短
時
間
で
す
が
、
地
区
本
部
事
務
所

で
組
合
学
習
交
流
会
を
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

青
年
部
と
い
え
る
若
い
組
合
員
（
七
名
）
を

中
心
に
、
席
の
間
隔
を
開
け
て
、「
足
跡
」
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
上
映
と
、
職
場
の
話
、
感
想
を
出
し
合
い

ま
し
た
。
感
想
で
は
、
昔
の
鉄
道
の
仕
事
、
勤

務
に
つ
い
て
勉
強
で
き
た
。
労
働
組
合
の
大
会
、

集
会
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
て
勉
強
に
な

っ
た
。
国
鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ
に
移
行
す
る
変
遷
が
少

し
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
管
理
者

は
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
ん
だ
。
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

神
奈
川
地
区
本
部
よ
り
二
つ
の
報
告

第
五
次
厚
木
基
地
爆
音
訴
訟
勝
利
！

飛
行
差
し
止
め
実
現

　
　
　
八
．
二
八
神
奈
川
行
動

　

神
奈
川
地
区
本
部
で
は
、
八
月
二
八
日
、
神
奈

川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
厚
木
基
地
北

側
で
猛
暑
の
中
、
第
五
次
厚
木
基
地
爆
音
訴
訟
に

勝
利
し
、
基
地
機
能
強
化
に
反
対
す
る
基
地
前
集

合
が
取
り
組
み
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

集
会
に
は
第
五
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原
告
団
を

は
じ
め
、
国
労
、
県
私
鉄
、
自
治
労
、
教
組
、

水
道
な
ど
、
県
内
各
労
組
、
団
体
か
ら
一
五
〇

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
主
催
団
体
か
ら
の
挨
拶

と
報
告
、
ア
ピ
ー
ル
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
ま

で
と
し
て
、
デ
モ
行
進
な
し
、
短
時
間
の
集
会

で
終
了
し
ま
し
た
。
集
会
の
報
告
の
中
で
、
八

月
一
一
日
、
Ｍ
Ｖ
︱
二
二
（
オ
ス
プ
レ
イ
）
の

国
内
二
つ
目
の
整
備
拠
点
が
厚
木
基
地
隣
接
の

日
本
飛
行
機
厚
木
工
場
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
り
ま
し
た
。
開
発
段
階
か
ら
実
践
配
備
後

も
墜
落
事
故
を
繰
り
返
し
て
き
た
危
険
な
オ
ス

プ
レ
イ
の
整
備
拠
点
の
一
つ
が
厚
木
に
な
っ
た

こ
と
で
、
こ
の
先
一
〇
年
は
、
厚
木
の
空
を
飛

行
す
る
と
い
う
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

神
奈
川
で
は
次
の
一
〇
月
一
日
の
原
子
力
空

母
ロ
ナ
ル
ド
レ
ー
ガ
ン
横
須
賀
配
備
抗
議
！
母

港
撤
回
を
求
め
る
一
〇
.
一
集
会
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

11時 30 分　開場・受付
12 時　　　  開会
16時 40 分　閉会（予定）

★傍聴は原則として置きません


